
様式３

 保育所 ・ 園 ・ 幼稚園・認定こども園

 小学校 ・ 中学校

学級開催日 　１１月１１日（土） 学習時間

※「○○教室」、「体育館」等

◎資料や写真などがあれば添付してください。 事務局（青少年教育課）記入欄

★講座終了後、すみやかに青少年教育課宛に提出してください。

□ 学校行事参加型 （授業参観日に開催する親子学習会、給食参観等）

□ 在宅取組型　　 （テーマを決め、各家庭で取り組む実践）

　体育館

子育て広場 実施報告書

第　３　回

　　　　１０：００　　～　　１１：３０

会　場

講　師
職 ・ 氏名

講師謝金
※該当にチェック

園（所）・小・中学校名　　（　　各務原 　　）

☆☆大学教授　　○○　○○先生

□　謝金ナシ（市の助成なし）

☑　謝金アリ　→　　　５，０００　　円（市の助成でお支払いする金額）

学習テーマ 親子のコミュニケーション

学習内容

＊体験活動や講話等の後に、保護者同士の交流の時間を設けましょう。

親子間のコミュニケーションの重要性についての講話
　・子どもの自我をおさえつけないで耳を傾けることの大切さ
　・子どもの発達段階にあわせての接し方が必要
　・ほめること（他者からの評価）で子どもが伸びる

・子どもへの目の向け方が、良好なコミュニケーション作りと密接であることが分かった。
・コミュニケーションを築くために、日頃の生活の中にも見直す点があることが分かった。
・親以外の大人にも当てはめて聞ける内容だった。また、講話後の交流の場で、他の保護者と
もお話できて、みんな同じように悩まれていることがわかって安心した。

学習内容や運営について

・父親や地域の方にも聞いてもらうため、開催日時や周知を工夫する。
・質疑の時間をもっと多くとりたかった。

　 課　題
※こうしたら更に良
くなると思ったとこ
ろ

 学習の成果
※何を学んだか及び
他学級にアピールで
きるところ

記 入 者

□ 子どもの健康 　（食育、歯の健康、犯罪防止、規則正しい生活習慣）

 学習の種類
（※組み合わせ型に
ついては、該当する
もの全て選んでくだ
さい）

□ 体験活動参加型 （フラワーアレンジメント講座、スポーツ教室等）

□ 講演会型　　　 （学校長・教頭・養護教諭・栄養教諭・外部講師等による講演）

参加人数
（保護者の人数）

　　　　　　４０　名 （ 男性　８　名 ・ 女性　３２　名 ）

定員・
対象者

※○で囲む又は数字
を記入

◇定員数　１００名  ・  定員なし

◇対象者 　・全学年の保護者

　　　　 　・　　　年生の保護者

□ 子育てサロン型 （座談会等、親同士の交流会）

　学習内容
（※いずれかに分類
してください。複数
にあてはまる場合
は、該当するもの全
て選んでください）

□ 家庭教育全般 　（家庭教育とは、家庭の役割、親の役割）
□ 子どもの理解 　（発達段階に応じたしつけ、子どもの心、親子のコミュニケーション、
　　　　　　　　　  学校や園の生活、子どもの遊び・文化、学習習慣づくり）

□ 子どもの生き方 （人権、いじめ、進路、読書、性教育、道徳）

□ 社会問題 　　　（携帯・スマホの使用、ネットトラブル、薬物、環境、災害時の対応）

□ その他 　　　　（カルチャースクール的活動）

 　工　夫
（※講座開催にあ
たっての工夫つい
て、該当する場合は
レ点をつけてくださ
い）

受付日 　　　・　　　・　　

□ 家庭学習に関わる講座
□ 食育に関わる講座
□ 人権・いじめに関わる学習
□ 家族の会話に関わる学習

□　開催日時の工夫（休日、参観日、夜間等の時間）

　 テーマ
（※今回の講座の
テーマについて、該
当する場合はレ点を
つけてください）

□ 「家庭教育学級運営マニュアル」の活用

□ 「家庭教育学級プログラムⅡ（乳幼児編）」の活用

□ 「家庭教育学級プログラムⅢ（小・中学校編）」の活用

□ 「家庭教育学級プログラムⅣ（次世代編）」の活用

記入例

対象となる人数の内、

定員として募集した人

概数でも良いの
で必ずご記入を
お願いします。

（幼保）スクールカウ
ンセラー等の講話は
「謝金アリ」にチェッ
クをお願いします。

当てはまるものすべてに

チェックをお願いします。


